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山口県阿武川ダム地点地質調査報告

河野義礼芙・・大沢 穰菅

　　　　　　　R6shm6
Geology’of　the　Dam　Site　on　重he　River

　　Abu，Yama窪uchiPrefect皿e

　　　　　　　　by．
　Yoshino虻i　Kawano＆Atsushi・Ozawa
　Two　plannings　are　proposed　by　the　Publi6

Utilities　Commission　for翼ydro－electric　po－

w今r　development　on　the　are＆of　the　River

Abu　and　her　tributary　Zomek　iriver．The

WriterS　made　a　SUrVey　tO　eXamin6the　merit

and　demerit　of　the　twg　plannings。from　the

geologicα1．poin色of　view。　The　g亀010gy　of

the　dlstrict　is　mostly　an　altemation　of　clay・

slate，sandst・ne，c覧ertandlimest・ne・f

Palaeoz6ic　era　an（1qualftz－porpぬyry　intruding

into　the　former．

　The　dam　site　of　the、first　planning　is　si－

tuated　in　the　middle　of　the　River　Abu　near

Heike－yam乱　The　right　bank　of　the　river

at　the　centre　line　i忘occupied　by　Palaeozoic

gray　limestone　with　holes。　The　left　ba“k

is　composed　of　weathered“rumbling　clay一

　places　are　lwholly　composed6f　quartz－por一

　吻ry．Ther・ckis丘ardlc・mpactand
　F　strong　enough　to　construct　a　dam　of　above

　mentioned　height．

　　Geologically，the　second　planning　is　pre・

　　ferable．

・　　　　　　要　　　約
　‘阿武川本流とその支流藏目喜川に亘り，第1と第2の．

　2案の発電用貯水池堰堤の建設の計画があり，筆者等は’

．公釜事業委員会の要請により爾案を地質学的‡場より比

　較検討の目的を以つて調査を行つた。

　第1案およぴ第2案の堰堤建設予定地点は第1表の如

　く各々3ヵ所合計6ヵ所であるが，その5ち2ヵ所は第

　1案と第2案とも同一地点であるので，場所としてぼ4

　ヵ所である。一その5ち主要なものは第1案の最大ダム阿

　武川第一（李家山）91mと第2案の阿武川第一（高瀬）

　68．5mと第2案藏目喜45mの三つである。一

　第1案の李家山91mは中心線附近の右岸が石次岩か

　らなつているのとi爾岸の地質および走向が全く異な

　り、，本流に沼づ大断暦が考えられるので漏水のおそれが

　あり，また左岸は風化した粘板岩からなウ地知りの危瞼

　があり，堰堤地点とし，て不適当と剣定される。

　　第2案の最大ダム高瀬68，5mは爾岸とも石英斑岩で

slatewithmanyslickensidesandcracks　lm　lあり，緻密，堅硬で断暦も認められず建設に適する’。第

inwidthand20m　long．　Rocksandtheir
strikes。fb。t血banksarequitedifferentand

the　great　faults　are　conceivable　along　the

course　of　theI　river．・Thes3facts　sQem　to

sugge＄tadan言er6f waterleakage，and・f

1＆ndslideontheleftbankafterthecompletion

of　th6dam　which　is　glm　in『height．

　One’10cation　of　the　second　planning　of

　　　　　　　　　　ぺ，thedam68．5minheightissituated500m
・
u
p
－str6am　ffom　the　Takase　bridge　and

the　other　location　of　the　P　second　planning

of　tho4am45m　in’height　is　situated　at

the　middle　part　of　the　River　Zomeki．Both

管地質廓

2案藏目喜も建設地点は爾岸とも石英斑岩からなり，上

流50mの地点には石茨岩が存在するが漏水のおそれは

ないであろ50

以上地質岩石学的には第1案より第牙案の採用が望ま

しい。　　　　　　　　一　　　・　・

　　　　　：L緒　　・言
昭和26年12月15日1より同年同月26日まで，15目聞，筆

者等は，公釜事業委員会の委託によ切山口県阿武郡阿

武川電源開発地域地質調査を実施したので報告する。

　　　　　2．位置および交通．
阿武川第一て卒家山）に至るには山陽本線小郡駅より

萩行のバスにて川山山田に至り，乗り換え，阿武川滑い

に約4kmにて達し得られる。

阿武川第：二（高瀬上流500m）に至るには，’さらにバ

ス欧て絡点高瀬まで乗り，それより徒歩約500mにて達
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　　する。『

　　藏目喜地点に至るには山口線三谷

　　駅にて下車，萩行バスにて藏月喜で

　　下車し，下流に向い徒歩約10分にて

　　達し得られる・　　　　1

　　　　3．地　　　形
’　　調査地域の地形は準李原化されて

　　いるが，石英斑岩より成石地域は，

　　侵蝕が遽れ瞼峻な壮年期の地形を呈、

　　し，有名な長門峡は石英斑岩中にで

　　き旋V字型の峡谷である。調査地北

　　方には玄武岩が特色ある台地地形を

　　呈して広く発達し宅いるが，この地

　　域にはその南端が少し現われてい

　　る。

　　　生地　　一質

　調査地域の地質は古生暦，第四紀

暦および火成岩類より成り，古生暦

は断暦にょり数多の地塊に分断され・

、錯雑している。

　（1）古　生　層

　本地域の古生暦は阿武那下流筏場

地域および藏目喜西方地域に広く分

、布しているがり爾者は断暦で境して．

、寿Tg開係は明らかでない。レかし

’
な がら爾者は岩質上差異があるので

便寧上爾地域ド分けて記載する・

　a．阿武川下流筏場地域の古生層

本地域の古生暦は一殻走向N50。～

600Eであつて，北方ではNW300～

50。，南方ではSE30。～4q。に傾斜し

てお「り，，略々東西方向に背斜軸を有

する背斜構造を成していたものと考

えられるが1東西または南北性の断

暦により数多の地塊に分断され，附

図にみられるよ5な複雑な構造を呈

』している。本古生麿は岩質により見

1掛上下位から含石友岩粘板岩帯含

珪岩粘板岩帯および礫岩櫻の3帯

に大別すること：ができ』る。

　イ。含石友岩粘板岩帯。本帯は川

上村李家山，岡，筏場聞および相原，

京床聞に分布しており，｝般走向は

N30。～50。E，一般傾斜はNW30。

前後であるが，李家山附近では走向
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第1図　阿武川電源開議地域地質図
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山口県阿武川ダム地点地質調査報告（河盛義示L・大沢穰）

　　＼　FN10。前後である。石友岩は巾最大100m以上のものから　　向斜構造をなしている。r本暦は砂岩を主とし，稀に粘板

最小数cm位のものがあり，レンズ状を成して粘板岩中　　岩，礫岩を介在している。砂岩は黒駒色を呈しジ中粒で

に介在し，友色～友白色結晶質であつて，多数の室洞を生　　あり，比較的硬質であつて，粘板岩とは移化関係にある。

じている。相原の石荻岩にはPo’201碗α」6ρi4αSch“孔，　粘板岩は阿武川下流筏場地域の粘板岩とは異なり，泥質

A60s6伽㎎6プ初α40％瞬’θづOzawa，F郷％’初α8⑫伽！6α　　または砂質であり硬質でない。礫岩は粘板岩，砂岩，「石

Deprat塗産出する（昭和7年日本地質鉢産誌によ噌る）。　次岩，珪岩等を円礫として有しているが，前記礫岩暦中

　粘板岩は黒色緻密で硬質であり翁理性に乏しい。　　　　の礫岩の如く硬質でなく余り珪化作用も受けていない。

　粘板岩は著しく珪質となり，珪岩に移化している場合　　　（2）　第四「紀層

Fと，薯しく石友質となり石次岩に移化している場合があ　　　本調査地域の第四紀暦は礫，砂およぴ粘土より成り，

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河川流域に澹つて小規模な李坦地または河床を成して，

　・．含珪岩粘板岩帯。本幣は川上村假館手家山北西に　　生雲村藏目喜，須原および川上村高瀬，藤藏，岡，京床

分布し，一般走向はN50。E，一般傾斜：NW3GO～50。で　　間に発達して、・る。

1ある。粘板岩は珪化著しく珪岩に移化している場含が多　　　（3）　火成岩・類

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本調査地域の火成岩類は，石英斑岩（噌部花嵩斑岩）

　含珪岩粘板岩樽と含石友岩粘板岩帯とは漸移整合関係　　および玄武岩より成つている。、

にある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a・石英斑岩（一部花嵩斑岩）本岩石は調査地域に

　ハ．礫岩帯。本幣は川上村長谷，惣良台北方および鯨　　おいて最も広く分布してお窮瞼峻な地形を呈し・阿武　．

ケ岳附近に分布しており，長谷附近では走向N50・E，　　川中流長門峡，藤藏聞地域およぴ佐々並川地域は本岩石

傾斜NW30。，惣良台北方では走向N70。E，傾斜SE25q，　より構成されている。本岩石は比較的浅い溢入岩体であ

鯨ケ岳附近では走向：N20。W，傾斜W35。である。本　　つて・岡附近・筏場附近および相原附近において古生暦

幣は礫岩を主とし，時には粘板岩と互暦レンズ状の石友　　の粘板岩およぴ石友岩を軍いて・岩脈罧を成して露出し

岩を羨有するこ彰がある。礫岩の礫は主として粘板岩，　　ている。本岩石は古生暦に熱変質を与え・粕板岩に対し1

珪愚、砿岩等砺つて・煙大よ嘩大硯全な円際て醐附近においてみられるよ張変質帯は数m爆
になつている。礫岩は租々珪質で堅硬宅あり，礫岩であ　　ぎないが・石友岩に対しては比較的顕著であつて・、例え

るにかかわらず，その破面は常に滑らかな卒面に剥離す　　ぼ藏目喜附近においては爾岩石の接触部附近には・珪次

るととが特徴である。礫岩榿と含珪岩粘板岩樽とは漸移　　石，ヘデンベルグ輝石，緑簾石等のスカルン鉱物と黄銅

整合関係にある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱等の接触鉱床を各所に生じて、・

　蝕．蔵目喜西方地域の古生層　本地域の古生暦は前記　　る。まだ李家山西方の石友岩中にも前記スカルン鉱物を

阿武川下流筏場地域の古生暦と断暦をもつて境している　・生じている。本岩石は岩質の変化著しく・所により花崩

ので，相互関係は不明である。本古生暦は岩質により藏　　斑岩質石英粗面岩質および珊岩質と・なつている。色は次

目喜，半田の石友岩暦と砂岩厨とk分けられるが，爾暦　　白色・淡褐色・暗友色・暗褐色・黒褐色等種々であつ

の関係は不明であるので，一応断暦をもつて境すうもの　　て・肉眼的斑状構造を呈している・節理の発達は昂るが

と考えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・般的に著しく硬質・緻密である。本岩の貫入時期は・・

　イ．石次岩暦。本暦は藏目喜，半田附近に分布してお　　古生暦に逆入し変質を与えている所より古生代以後・本

り，藏目喜石友岩台地の北限，東限は調査地外にあるの　　岩の延長は中生伐硯石統をも貫くことにより中生代後と

で明らかでないが，半田石友岩台地は南北2km，東西　　考えられている。

1．5km以上の大石友岩塊である。本石友岩は友白色～　　　翫　玄武一岩一本岩石は福川村鶴ケ谷南方および薩目

友色結晶質であつて，多数の室洞を隼じており，特に川　　喜西方丘陵において熔岩流を成して・古生暦の石深嵩

上村産夕連北方数百陶m左岸の石次岩中に鐘乳洞があ　　風砂岩暦を被覆し・黒次色を呈し多孔質の部分もあ喬

る。半田石友岩には紡錘虫と珊瑚，．レ藏目喜石友岩には　　が，、一般的には細粒緻密であり，鶴ケ谷南方の玄武岩中

ノV60soh蝋987」郷綴4s効αθグi昭Depratり化石をi蔑　　には大きさ10cm～2cmの花闘閃線岩の捕獲i岩を有して

出する（昭和7年目本地質鉱産誌による）。　　　　　　　　いる。本岩の噴出時期は，花崩閃線岩を被覆し，あるい1

　．・．砂岩暦。本暦は幅川村麦谷，津々羅および生雲村　　はこれを捕獲岩として有する所より石英斑岩以後である

須原に分布し，麦谷地域では一般走向N40。W，一般傾　　と考えられ，杉健一は洪程泄の火山作用の産どしてい

斜・NE40。，、津々羅地域では一般走向N50。W，一般傾　　る（山貝県萩市附近の“構撒石玄武岩”と“石英玄武

斜SW40。であつて，NWアSE方向に向斜軸を有する　　岩”について・“…地質学雑誌48，573）。…
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地質調査・所月報（第3巻・第8号）

　　　　　　与，応用’地質F

　（1）第1・案．
　イ阿武川第一高ざ91m。

本地域の地質は古生代の粘板岩，珪岩，石友岩および

これを貫く石英斑岩からなつていることは前に述べたが

堰堤地点の署しい特徴は川の左岸と右岸の地質が薯しく

異なることである。，

　堰堤の上流300mより下流100mに至る間の左岸は露頭

が蓮続しているが，全岩ほとんど均質な黒色の珪質粘板・

岩から塗り，暦理の全く見、

全く異なり石衣岩を主とする幣と，』その聞に珪岩または

粘板岩中に石友岩塊（0．5m～3m）を有する幣とが互

暦し爾帯の境界面は略々南北に延びているように見られ

るQこ栖らの関係峠第2図に示すよ5であ喬。

　珪岩ま糞は珪質粘板岩中の石友岩塊は大小に拘らず・

“ずれもその周縁部またはでの大半が水のため溶解され，

室洞となり一部が固着していた一り，全部が母岩より離れ、

転石の如くなつて懲洞中に残つている場合とあるo石友

岩の懸崖は直立し1ぞの表面は卒らかな部分もあるが石

られない塊欺緻密堅固な岩

石である。從つて地暦の走

向，傾斜等も全く測定でき

ず，本地域の地質構造を知

ることは困難である。左岸

には堰堤前面側より上流，

下流を通じ，著しい断暦と

か節理は見当らないo・しか

しながら堰堤前面側から約

ナ数m下流に最近の台風時

に一大地ヒりが起り，河岸

に沼5道路を埋め河中に圧

し出した跡が見られる。こ

の地虹りの跡は現在は高さ

約50m，幅30m，傾斜70。・

位め懸崖となつていて全面

’なめらカ・な滑り面（Slicken

side）を表面に晒らしてい・

る。この懸崖に引続く上流

にはなお崩壌残りの高さ

50m，幅20mの岩体が母

岩から約1mま二り，剥離し

たまま残存している。堰堤

前面より約30m上流には

一つの浅い谷賦の凹地があ

り，この附近は草木が密生

していて岩盤がよくわから

ないが，崖錐の堆積が厚さ

B

〔（D平面図
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、

……一　　　　　　　　　　　　　＿
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（b）断面図
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　置
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［璽齢

匪覇石殿

講
　　　含石灰岩P珪岩

　　　粘板岩
　　　　　　　　F

國　　　粘板岩
　　　P

圃
　　　　　1　　監　　　　　「　　　石英斑岩

）畷
一一一一断層（推定）

↓

A－B土湿士是中ノひ線

！！切取線

第2図　　阿

数mに達し，堰堤を作る場合には除去せねぱならない。

堰堤前面より下流100m附近にば石英i斑岩の岩脈状の小

露出がある。

　右岸の地質は特に複雑であり，堰堤前面側より上下流

各100mに亘り500分の■の地形図を用いて調査した。

河岸近くは河砂および崖錐の堆積で蔽われて、｝て，露出

、は少ないが水面より約15血高さの地点には垂直φ懸崖

が連続しているので，この崖に浴い調査した。左岸とは

　　　　　　　　　　　　　　　　穿

武川第一地点（第一案）地質概略図

　友岩特有な風化面を露出している。本岩の下部は多くは
　　　　　　　　む　崖錐に蔽われていて見ることはできないが，室洞の存在

　する可能性が強くダム建設後の漏水を保謹し難し（李家

　山頂上附近にも大塞洞があると努5づ）。堰堤前面側が

　本石友岩中を通るヒとはダム地点として地質的には最も

　悪條件である。右岸中心線附近には相隣る2本の急傾斜

　の谷があり，それより流下した崖錐が扇状に堆積してい

　る。石次岩，珪岩塊を主とし，その厚さは．10m以上に
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山口県阿武川ダ、ム地点地質調査報告（河野義示L・大沢穰）

第1表第1案およぴ第2案の比較表 ＼

ム

第 1 案

名　　　　称菅　阿武川第噌　　阿武川第二

場　　所　李家山　京　床，
堰堤高一91．Om　　9．Om
浸水物件　 約

， 200戸　な　し
出力｛暑壽　ll：18E．棚

地

質

4．ダム前面
　側附近

2．ダム前面

　側上流

3．ダム前面

　側下流

左岸は粘板岩，
右岸は石友岩に
て漏水のおそれ
あり

左岸は粘板岩，1

右岸は石友岩，

板粘岩，珪岩

の

藏　目　喜

藏　目’喜

　11．Om

な　　　し

　　1，100
　　　260

左，右岸とも石
1英斑岩

上流50mより爾岸
とも石荻岩なるも

石友岩1石英斑岩との境界

　　　に東西に延長し漏

第 2 案

同上

断　　暦

堆砂の可能性

上流地点の砂
防工事

配水道工事

爾岸の中聞に流

鶴欝號暦
多少あり

必要あり

なし

阿武川第一
・高　　 瀬

　68．5m
．な　　　し

　　21，300
　　4，250

同左、

，上流，下流とも爾

阿武川第二

季家山
　10．Om・

な　　 し

　2，150
　　780

はダムサ朴李行肺難岩噛つ，

．1氷のおそれなし曙しい断隣は
　左右岸とも石英認められない　，

な　　し

ほとんどなし

必要なし

なし

斑岩

な し

ほとんどなし

必要なし

20km石英i斑岩
中の掘作必要

な し

多少あり

必要あり

20km石英斑岩
中り掘作必要

だ

第1案李家
山に同じ

ほとんどなし

必要なし

4km古生暦中
の掘作必要

藏　目　喜

藏　目　喜
　45・，Om

，約500戸1

　　5，000
　　1，、400

左，右岸とも石
英斑岩

第ユ案藏目喜に

同じ

な し

ほとんどなし

必要なし

20km石英斑岩
中の掘作必要

菅　は公釜委員会の計画案の名称である。

達し，その除去に相当の手数を必要とする。なお右岸の　　　本堰堤は高さ9mの逆調整ダムで爾岸の地質はそれ

永際附近には厚さ1～2mに達する堆砂があるが，コン　　程間題にならないが，爾岸≧も石荻岩からな砿堰堤地

クリート工事に使用すれぼ反つて有効であろう。左岸河’　点として好ましい場所とはいい難い。

床上には面積3，000m2の砂礫がある。この堆砂の厚さ

は不明であるが，竣藻に相当Q労力を要するであろ5。

さらに本砂礫を除去することによつて左右爾岸の地質構

造上Q関係が明らかとなろ5。

左岸と右岸の地質的関係。

左岸と右岸とは前に述べた如く，その岩質が全く異な

るのみならず，右岸の走向略々南北なるに反し，左岸下

流部古生暦の附近に略々東西の川に澹つたかなり大きい

断暦を菟定せ才」ぼならない。ごのこともダム建設に漏

水，その他の点で適当と認めることができない。

ロ　阿武川第二京床　高さ9m

〉　V
　’V　　 V　V
〉　〉　　 〉　〉　V　〉　〉
V　V　　v　〉　V　V　〉　V　V　〉　V

　』下流
　圏
　石灰宥

団
石英r，斑岩

　　　　　よ流
　獄

堰堤地魚

第3図　臓目喜地点地1質断面概念図’

ハ　藏目喜高さ11m
本堰堤地点は第2案藏月喜と全く同マ地点であるが，

堰堤の高さは11mに過ぎず，爾岸の地質娃それ程問題

にならないので，詳細は第2案で述べる。、

　（2）第2案
イ　阿武川第一高瀬　高さ68．5m

阿武川高瀬橋より約500m上流の地，点であつて，爾岸

とも石英斑i岩からなつて“る。左岸は大部分厚さ数m

以上の崖錐により蔽われ，これを除去せねぼ岩盤の状態

は明らかでない。傾斜も緩かでこの崖錐の除去に粗当の［

手数を要し，右岸程好條件ではない。右岸は傾斜も急で

河岸の長い距離に亘つて岩盤露出し，著しい断暦，その

他，ダム建設に不利な條件ほ見出されない。表土も少な

く，少量の岩盤の剥奪で充分であろ5。’

　・　阿武川第二李家山　高さ10m

本地点は逆調整ダムであり第一耶家山地点と同一地点

で地質は前κ記載した通りである。京床地点まで腿道に

て約4km導き，発電り予定であるが，燧道は主とし

て古生暦中であるので岩盤は堅硬で漏水のおそれは少な

ゾ
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地質調査所月報　（第5巻第8号）

㌧

いQ

　ハ臓目喜高ざ45m「
　本地域は古生代の石荻岩とこれを貫いた石英斑岩が広

く発遠し宅いる。ダムの中心線は石英斑岩中に存在する

が，この地点より約50m上流には石荻岩が露出してい

る。從つて友ム建設にあたつては，この石英斑岩と石友

岩との境界錬の位置と方向とが問題となつてくる。爾岩

の境界附近には所々に旧鉱山跡があり，種々の接触鉱物

が存在する点より石荻岩中に石英斑岩が選入して接触鉱

床を作つたものと考えられる5石英斑岩はまた附近一幣・

に広大面積に亘り露出する点からも一大逆入体であると
ρ
考
え
られる。石友岩と石英斑岩との境界を邉跡すると略

々東西の方向に一直線にi延長し，・堰堤中心線の方向とZ卜

秀である。い奪ごれらの事実を総合して爾岩の境界附近

の断面図を作ると爾岩の関係は第3図の如きものと推定

される。

　　　　　　　　　　　　　　●
　從つて石英斑岩中にダムを建設すれぼ石英斑岩は天然

　の東西に延艮する堰堪となり，石友岩を通しての漏水の，

　おそれはないであう5。しかしながう爾岩の境界線附近

　および上流石友岩中には現水面より数mの高さの位置

　に多数の旧坑があるので一応漏水に対する警戒は必要で

　ある。

　堰堤前面側附近の左右爾岩はいずれも石英斑岩からな

　つている・本岩は堅硬緻密で塊斌均質であるが，堰堤前

　面側より約20m下流の河底には部分的に逆入礫岩と称す

　べき部分も存在する。しかしこの都分も堅硬であつて耐

　圧に対して脆翁でばない。堰堤前面側より約30m下流

　右岸の部分にノ」藤い谷賦の凹地があり，堰堤保持の岩盤

、r の厚さ不充分の憂あり，堰堤前面側を計画より約10m

　上流へ移動する方が安全であろづ。

　　　　　　　　　　　　（昭和21年12月調査）

550．8＝627．8（523．4）

愛媛県肱川ダム地点地質調査’報告
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R6sum6

Geology　of　the　Dam　Site　o血the　River

　　　Hiji，Ehime　Prefecture

　　　　　　by
Ke血H：irayama＆Masato　Katada

　．The　Hijikawa　dam　site　area　is　in　a　good

natural　Ioc＆tion　forα　dam，tQ　control　the

RiverHijiandto、constmctan．electric
．power－house．

　The　reservoir　site　of　this　dam　is　occup三ed

by　the　sandstone　and　clayslate　of　the　upPer’

Palaeozoic　era．　These　rocks　are　hard　and

一・compact，・running　N600W－N80。W　and

dまpping40。一800to　the　north．　The　Joint

system　of　the　rocks　seems　to』have　no．en－

dangering　effect　toth3dam，andsmallfaults，

whic纂、are　found　on　the　river　sid6s，seem

』
t o　be　conquerable　with　adequate　artiflcial

dispositions．

．畳地質部

　　　　　　　要　　　約
　1本地域は古生暦の砂岩，頁岩，珪岩め互暦帯から成る所

で，堰堤予定地点の爾岸は堅硬な砂岩からなつていて，

また地質構造上からも建設に支障を來たすよ5な断暦等

はみられず，適当な処置を行いつつ建設すれぼ良好な堰

堤建設地といづことができる。

　　　　　　L緒　　　言
　昭和26年（1951）12月15日から20日に至る6日聞愛媛

，県喜多郡肱川村に建設予定の発電用堰堤建設地附近の地

質調査を行つた。本調査は公盆事業委員会の委託によつ

て行われている堰堤建設予定地の地質調査Q一部をなす

ものである。

　本地域は肱川村寵ノ川南方約400m附近で肱川を堰き

止める高さ58mの堰堤を構築する計画を持つ所である。

　本地域に達するには予讃線大洲町から国鉄バスまたは

．宇和島バスによつて行くのを便利とし，大洲町から約1

時間で現地に蓬する。

　　　　　　2．地形・地質
　本地域は上部古生暦から成つた晩批年期の山岳から成

り，肱川はその山岳を北北西一南南東方向に切つて北流

している。肱川の流路の傾斜は比較的に緩慢で建設予定

地附近において約70σ分の1の勾配であり，やや上流で
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